
王
義
之
父
子
の
　
「
蘭
亭
詩
」

義
之
父
子
の
「
蘭
亭
詩
」
は
一
四
篇

r
青
書
」
巻
八
〇
の
王
者
之
伝
に
は
「
七
子
有
り
'
名
を
知
ら
る
る
者
は

五
人
」
と
あ
り
へ
玄
之
・
凝
之
・
徴
之
・
操
之
・
献
之
の
名
を
挙
げ
る
。
残

り
二
人
の
う
ち
1
人
は
t
 
r
王
氏
譜
」
　
に
よ
る
と
粛
之
で
四
男
、
も
う
7
人

は
『
世
説
人
名
譜
』
　
に
あ
る
換
之
で
、
こ
れ
は
三
男
。
以
上
に
よ
っ
て
七
人

の
子
を
上
か
ら
順
に
並
べ
る
と
'
玄
之
・
凝
之
・
換
之
・
粛
之
・
敏
之
・
操

之
・
献
之
と
な
る
。
ま
た
「
劉
理
集
」
　
に
よ
る
と
、
義
之
に
は
娘
が
一
人
お

り
、
劉
暢
と
結
婚
し
て
哩
を
生
ん
だ
。
従
っ
て
義
之
の
子
は
息
子
七
人
、
娘

一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

八
人
の
子
で
生
卒
年
が
判
明
し
て
い
る
の
は
七
男
の
献
之
だ
け
だ
が
　
(
注

-
)
、
義
之
が
郡
撃
の
娘
と
結
婚
し
た
の
が
三
二
〇
年
、
義
之
1
八
歳
の
時

と
さ
れ
る
の
で
、
結
婚
二
年
後
に
長
男
が
生
ま
れ
へ
　
以
後
七
人
の
子
が
三
年

間
隔
で
生
ま
れ
た
と
仮
定
す
る
と
'
そ
れ
ぞ
れ
の
生
卒
年
は
次
の
よ
う
に
な

る
。
な
お
1
人
娘
は
四
男
と
五
男
と
の
間
に
生
ま
れ
た
と
す
る
。
括
弧
内
は

義
之
の
年
齢
。

玄
之
-
三
二
二
～
?
　
(
二
〇
歳
)

凝
之
=
三
二
五
～
?
　
(
二
三
歳
)

長
谷
川
　
滋
　
成

換
之
=
三
二
八
1
7
　
(
二
六
歳
)

粛
之
=
三
三
1
^
.
(
二
九
歳
)

娘
-
三
三
四
～
?
　
(
三
二
歳
)

敏
之
=
三
三
七
～
三
八
八
?
　
(
三
五
歳
)

操
之
=
三
四
〇
～
?
　
(
三
八
歳
)

献
之
=
三
四
四
～
三
八
八
　
(
四
〇
歳
)

義
之
と
い
え
ば
義
之
が
主
催
し
た
蘭
亭
の
会
で
作
っ
た
詩
及
び
序
が
想
起

さ
れ
、
こ
の
蘭
亭
の
会
に
は
六
男
の
操
之
を
除
く
六
人
が
参
加
し
て
い
る
。

蘭
亭
の
会
は
永
和
九
年
(
三
五
三
)
　
の
三
月
三
日
、
会
稽
郡
の
山
陰
県
(
今

の
新
江
省
紹
興
県
)
　
の
蘭
事
で
'
執
り
行
っ
た
疎
の
祭
事
で
あ
る
。
こ
れ
に

参
加
し
た
者
は
四
二
人
だ
が
、
参
加
者
に
は
詩
を
作
る
こ
と
が
謀
せ
ら
れ
た
。

時
に
一
〇
歳
(
推
定
)
　
だ
っ
た
七
男
の
献
之
は
詩
が
で
き
な
か
っ
た
が
　
(
注

2
)
、
義
之
　
(
五
1
歳
)
　
は
六
符
へ
　
凝
之
　
(
推
定
二
九
歳
)
・
粛
之
　
(
推
定

二
三
歳
)
・
徴
之
　
(
推
定
1
八
歳
)
　
は
そ
れ
ぞ
れ
二
百
、
玄
之
　
(
推
定
三
二

歳
)
・
換
之
　
(
推
定
二
六
歳
)
　
は
そ
れ
ぞ
れ
1
籍
で
、
全
部
で
八
篇
。
義
之

の
詩
も
合
わ
せ
て
、
以
下
、
義
之
父
子
の
「
蘭
亭
詩
」
　
1
四
篇
(
注
3
)
　
を

考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
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子
の
「
蘭
亭
詩
」
-
蘭
串
の
風
景
と
俗
念
の
解
放

ま
ず
は
長
男
玄
之
の
「
蘭
亭
詩
」
。

-
　
松
竹
挺
巌
崖

2
　
幽
潤
激
清
流

2
　
消
散
韓
情
志

4
　
酎
暢
裕
滞
憂

松
竹
は
巌
崖
に
挺
ん
で

幽
潤
に
清
流
激
す

消
散
し
て
情
志
を
韓
ま
ま
に
し

酎
暢
し
て
滞
憂
を
裕
か
ん

五
言
の
本
詩
の
内
容
は
'
前
半
二
句
、
後
半
二
句
に
分
か
れ
る
。
前
半
は

蘭
芋
の
風
景
で
'
そ
れ
は
義
之
の
序
の
「
此
の
地
に
崇
山
峻
嶺
茂
林
修
竹
有

り
、
又
た
清
流
激
瑞
の
'
左
右
に
映
帯
す
る
有
り
」
と
符
合
す
る
。
後
半
は

心
情
の
吐
露
で
'
こ
う
し
た
蘭
亭
の
風
景
に
身
を
置
く
と
、
俗
念
か
ら
解
放

さ
れ
る
と
い
い
'
そ
れ
は
義
之
の
序
の
二
倍
一
詠
は
'
亦
た
以
っ
て
幽
情

を
暢
叙
す
る
に
足
る
」
と
符
合
す
る
。

玄
之
の
前
半
二
句
に
う
た
う
蘭
事
は
「
鹿
屋
」
「
幽
澗
」
が
あ
る
'
俗
人

を
受
け
入
れ
な
い
厳
し
い
地
形
だ
が
、
次
男
凝
之
の
五
言
の
「
蘭
亭
詩
」
に
t

I
　
鼠
鼠
柔
風
扇
　
鼠
鼠
と
し
て
柔
風
扇
き

2
　
黙
恰
和
気
淳
　
照
恰
と
し
て
和
気
浮
し

と
う
た
う
蘭
亭
は
「
柔
風
」
「
和
気
」
が
あ
る
、
俗
人
を
も
受
け
入
れ
る
優

し
い
風
景
だ
が
、
こ
れ
は
義
之
の
序
の
「
是
の
日
や
、
天
は
朗
ら
か
に
気
は

清
み
'
恵
風
は
和
暢
す
」
と
符
合
す
る
。
凝
之
は
こ
う
し
た
蘭
亭
の
風
景
に

身
を
置
い
て
'
そ
れ
を
楽
し
み
ゆ
っ
た
り
し
た
思
い
に
浸
る
。

3
　
駕
言
興
時
遊
　
窮
し
て
言
は
時
道
を
輿
び

4
　
近
道
嘆
通
辞
　
迫
通
し
て
通
津
に
瑛
す

「
時
遊
」
と
は
三
月
三
日
の
蘭
亭
の
遊
び
の
こ
と
だ
が
、
3
句
は
遊
び
の

喜
び
だ
け
を
う
た
う
の
で
は
な
い
。
「
駕
言
」
は
r
詩
経
j
雌
風
・
泉
水
の

「
窮
し
て
言
は
出
遊
L
へ
以
っ
て
我
が
憂
ひ
を
写
か
ん
」
を
ふ
ま
え
、
「
近

道
」
は
r
荘
子
』
の
道
道
遊
籍
に
基
づ
-
こ
と
を
思
え
ば
、
凝
之
の
後
半
も

兄
玄
之
の
後
半
同
様
に
'
「
情
志
を
韓
」
ま
ま
に
し
'
「
滞
憂
を
裕
」
き
、
俗

念
か
ら
解
放
さ
れ
る
喜
び
を
内
在
さ
せ
て
い
る
。
表
現
の
仕
方
と
し
て
は
直

戟
的
な
玄
之
と
、
間
接
的
な
凝
之
と
の
違
い
が
あ
る
。

玄
之
と
凝
之
に
共
通
す
る
の
は
'
蘭
亭
の
地
に
身
を
置
-
と
、
俗
念
か
ら

解
放
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
玄
之
・
凝
之
以
外
の
「
蘭
亭
詩
」
も
こ

の
枠
を
大
き
-
出
る
も
の
で
は
な
い
。
四
男
の
粛
之
の
四
言
・
五
言
の
二
詩

も
そ
う
で
あ
る
。

-
　
在
昔
暇
日

2
　
味
存
林
嶺

3
　
今
我
斯
道

4
　
神
恰
心
静

在
昔
　
暇
日

味
は
林
嶺
に
存
す

今
我
れ
斯
に
遊
び

神
恰
び
心
静
か
な
り
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蘭
芋
の
「
林
嶺
」
で
「
遊
」
ぶ
と
う
「
神
」
「
心
」
は
「
恰
」
び
「
静
」
か

に
な
る
。
4
句
は
『
荘
子
j
天
道
欝
に
「
水
静
か
な
れ
ば
猶
は
明
ら
か
な
り
O

而
る
を
況
ん
や
聖
人
の
心
の
静
か
な
る
を
や
。
天
地
の
豊
な
り
へ
万
物
の
鏡

な
り
」
、
左
思
の
「
招
隠
詩
二
首
」
其
の
二
に
「
前
に
寒
泉
の
井
有
り
、
柳

か
心
神
を
豊
-
べ
し
」
と
あ
る
。

-
　
嘉
会
欣
時
折

2
　
裕
爾
暢
心
神

3
　
吟
詠
曲
水
瀬

4
　
枚
波
転
素
鱗

嘉
会
に
時
辞
を
欣
び

裕
爾
と
し
て
心
神
を
暢
ば
し
む

曲
水
の
瀬
に
吟
詠
し

漁
波
に
素
鱗
転
ず

蘭
芋
の
「
曲
水
の
瀬
」
で
「
吟
詠
」
し
て
い
る
と
'
「
心
神
を
暢
」
ば
す



こ
と
が
で
き
る
。

五
男
徴
之
の
四
言
の
「
蘭
亭
詩
」
。

-
　
散
懐
山
水

2
　
粛
然
忘
梶

3
　
秀
薄
栗
穎

4
　
疎
松
托
崖

5
　
遊
羽
扇
宵

6
　
鱗
躍
清
池

7
　
帰
日
寄
歓

8
　
心
冥
二
奇

懐
ひ
を
山
水
に
散
じ

蔚
然
と
し
て
吊
が
る
る
を
忘
る

秀
薄
は
粟
と
し
て
鞍
き

疎
松
は
崖
を
詑
ふ

遊
羽
は
宵
に
扇
こ
り

鱗
は
清
池
に
躍
る

目
を
歓
び
を
寄
す
る
に
帰
し

心
は
二
奇
に
冥
-
す

「
条
と
し
て
穎
-
秀
薄
」
「
崖
を
琵
ふ
疎
松
」
「
宵
に
扇
こ
る
遊
羽
」
「
清

池
に
躍
る
鱗
」
　
-
　
蘭
事
を
う
た
う
敏
之
の
こ
の
風
景
に
は
、
玄
之
の
厳
し

い
風
景
と
、
凝
之
の
優
し
い
風
景
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
蘭
事
の
地
に
身
を

置
-
と
'
「
懐
ひ
を
散
」
じ
'
「
窮
が
る
る
を
忘
」
れ
'
「
二
奇
に
冥
」
-
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
二
奇
」
と
は
天
台
山
　
(
天
台
宗
の
聖
地
)
　
に
あ
る
赤

城
山
と
浮
布
で
、
俗
外
に
あ
る
景
物
。

微
之
の
本
詩
は
こ
れ
ま
で
の
詩
と
は
違
っ
て
'
中
の
四
句
に
蘭
事
の
風
景

を
う
た
い
、
心
情
の
吐
露
は
そ
の
前
後
に
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
詩
は
、
眼
前
の
厳
し
-
も
優
し
い
蘭
芋
の
風
景
を
う
た
う
と
と
も

に
'
そ
こ
に
身
を
置
-
と
'
心
神
が
の
び
の
び
し
、
俗
念
か
ら
解
放
さ
れ
る

喜
び
を
合
わ
せ
て
う
た
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
か
ら
共
通
す
る
語
を
抜
き
出
し

て
見
る
と
'
「
松
竹
」
「
巌
崖
」
「
幽
澗
」
「
清
流
」
　
(
玄
之
の
1
2
句
)
=

「
柔
風
」
「
和
気
」
　
(
凝
之
の
1
2
句
)
=
「
林
嶺
」
　
(
粛
之
の
2
句
)
=

「
曲
水
の
瀬
」
「
漁
波
」
「
素
鱗
」
(
粛
之
の
3
4
句
)
=
「
山
水
」
「
秀
薄
」

「
疎
松
」
「
崖
」
「
遊
羽
」
「
宵
」
「
鱗
」
「
清
池
」
　
(
微
之
の
*
-
i
c
o
"
^
i
n
t
o
句
)
、

「
時
遊
を
興
ぶ
」
(
凝
之
の
3
句
)
-
「
斯
に
遊
ぶ
」
(
粛
之
の
3

句
)
-
「
時
道
を
欣
ぶ
」
　
(
粛
之
の
-
句
)
、
「
消
散
す
」
「
酎
暢
す
」
　
(
玄
之

の
3
4
句
)
=
「
宙
爾
と
し
て
」
　
(
粛
之
の
2
句
)
=
「
粛
然
と
し
て
」
　
(
敬

之
の
2
句
)
へ
　
「
博
志
を
樺
ま
ま
に
す
」
「
滞
憂
を
裕
-
」
　
(
玄
之
の
3
4

句
)
=
「
神
恰
び
心
静
な
り
」
(
粛
之
の
4
句
)
-
「
心
神
を
暢
ば
す
」
　
(
粛

之
の
2
句
)
-
「
懐
ひ
を
散
ず
」
「
杭
が
る
る
を
忘
る
」
　
(
敏
之
の
1
2
句
)

と
な
る
。子

の
「
蘭
亭
詩
」
　
-
　
老
荘
の
哲
学
称
賛

と
こ
ろ
で
へ
微
之
の
も
う
1
首
、
五
言
の
「
蘭
亭
詩
」
は
こ
れ
ま
で
の
五

詩
と
は
異
な
る
。

-
　
先
師
有
冥
蔵

2
　
安
用
岳
世
羅

2
　
末
若
保
沖
真

4
　
斉
契
箕
山
阿

先
師
は
冥
-
蔵
す
る
有
り

安
-
ん
ぞ
世
羅
に
吊
が
る
る
を
用
ひ
ん
や

未
だ
若
か
ず
沖
真
を
保
ち

斉
し
-
箕
山
の
阿
に
契
る
に

本
詩
は
老
荘
な
い
し
老
荘
の
道
を
究
め
た
「
先
師
」
及
び
帝
尭
時
代
に

「
箕
山
」
に
隠
棲
し
て
い
た
隠
者
の
許
由
を
題
材
と
し
て
、
「
世
羅
に
罷
」

が
れ
ず
'
「
沖
美
を
保
」
　
つ
生
き
方
を
称
え
る
と
と
も
に
、
自
分
も
そ
う
あ

り
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
「
沖
」
は
『
老
子
』
第
四
章
に
「
道
は
挿
し
-
し

て
之
を
用
ふ
る
に
戒
に
盈
た
ず
'
淵
と
し
て
万
物
の
宗
に
似
た
り
」
と
あ
り
、

「
真
」
は
r
老
子
』
第
二
十
1
章
に
「
窃
た
り
冥
た
り
'
其
の
中
に
精
有
り
。

其
の
精
甚
だ
真
な
り
、
其
の
中
に
信
有
り
」
と
あ
り
、
と
も
に
老
荘
の
語
で
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あ
る
。徴
之
の
本
詩
と
同
様
な
詩
は
'
次
男
の
凝
之
の
四
言
詩
「
蘭
亭
詩
」
に
も

!5C3i

l
　
荘
浪
濠
津

2
　
巣
歩
穎
●

2
　
冥
心
真
寄

4
　
千
載
同
帰

荘
は
涼
の
津
に
浪
ひ

巣
は
頴
の
渦
に
歩
む

冥
心
を
真
に
寄
す
れ
ば

千
載
帰
す
る
を
同
じ
-
せ
ん

「
荘
」
は
荘
子
で
、
荘
子
が
「
濠
の
津
を
浪
」
う
た
こ
と
は
t
 
r
荘
子
l

秋
水
箱
に
「
荘
子
　
恵
子
と
涼
の
梁
の
上
に
辞
ぶ
。
云
々
」
と
あ
り
、
「
巣
」

は
巣
父
で
'
巣
父
が
「
頴
の
渦
を
歩
」
ん
だ
こ
と
は
、
r
史
記
l
巻
六
1
伯

夷
伝
の
注
に
引
-
皇
甫
認
r
高
士
伝
j
　
に
「
時
に
巣
歩
有
り
て
横
を
牽
き
て

之
に
飲
ま
し
め
ん
と
欲
す
。
云
々
」
と
あ
る
。
凝
之
は
荘
子
が
か
つ
て
し
た

よ
う
に
'
い
ま
蘭
事
の
「
津
を
浪
」
い
'
ま
た
巣
歩
が
か
つ
て
し
た
よ
う
に
、

い
ま
蘭
事
の
「
泊
を
歩
」
ん
で
'
荘
子
・
巣
歩
に
な
り
き
り
、
自
分
も
二
人

と
同
じ
よ
う
に
「
冥
心
を
真
に
寄
」
せ
'
「
帰
」
す
る
所
は
「
千
載
」
前
の

二
人
と
「
同
」
じ
で
あ
り
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

三
男
の
換
之
の
詩
も
微
之
・
凝
之
の
詩
と
同
じ
と
見
て
よ
い
。

-
　
去
来
悠
悠
子
　
去
来
す
悠
悠
た
る
子

2
　
披
褐
良
足
欽
　
褐
を
披
て
良
に
欽
ふ
に
足
る

3
　
超
跡
修
独
往
　
跡
を
超
げ
て
独
往
を
修
め

4
　
其
契
斉
古
今
　
真
契
は
古
今
に
斉
し

「
褐
を
披
」
て
い
る
人
は
r
老
子
l
第
七
十
章
に
「
是
を
以
っ
て
聖
人
は

褐
を
披
て
玉
を
懐
-
」
と
あ
る
聖
人
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
老
子
が
理
想
と
す

る
人
物
。
「
独
往
」
は
r
荘
子
j
在
宥
籍
に
「
六
合
に
出
入
L
へ
　
九
州
に
遊

ぴ
、
独
往
独
来
す
。
是
れ
を
独
有
と
謂
ふ
」
と
あ
る
独
往
で
'
そ
れ
は
自
然

に
身
を
任
せ
て
世
俗
を
顧
み
な
い
こ
と
で
あ
る
。
換
之
は
「
褐
を
披
」
た
聖

人
を
「
欽
」
い
'
「
独
往
を
修
」
め
'
「
其
契
」
を
希
求
す
る
生
き
方
は
'
老

子
・
荘
子
の
「
古
」
も
、
自
分
の
「
今
」
も
「
斉
」
し
-
変
わ
ら
ぬ
と
い
う
。

右
の
徴
之
・
凝
之
・
換
之
の
三
詩
は
'
眼
前
の
蘭
事
の
風
景
は
う
た
わ
ず
、

老
子
・
荘
子
と
い
う
世
俗
を
顧
み
な
い
過
去
の
人
物
を
題
材
と
し
、
「
沖
真
」

(
徴
之
の
3
句
)
、
「
真
に
寄
す
」
(
凝
之
の
2
句
)
、
「
真
契
」
(
換
之
の
4
句
)

の
「
真
」
を
希
求
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
専
ら
老
荘

の
哲
学
を
称
え
る
詩
が
い
わ
ゆ
る
玄
言
詩
で
'
義
之
の
子
の
次
男
二
二
男
・

五
男
が
そ
の
玄
言
詩
を
作
っ
て
い
る
。

義
之
の
「
蘭
亭
詩
」
-
子
と
類
似
の
詩

父
の
義
之
の
「
蘭
亭
詩
」
六
篇
は
と
い
え
ば
、
子
ら
に
似
た
詩
も
あ
る
が
、

似
な
い
詩
も
あ
る
。

子
ら
に
似
た
詩
と
し
て
、
風
景
と
心
情
を
合
わ
せ
う
た
う
の
が
'
次
の
四

IIE!

言
詩
で
あ
る
。

1
　
代
謝
鱗
次

2
　
忽
鳶
以
周

3
　
欣
此
暮
春

4
　
和
気
載
柔

5
　
詠
彼
舞
等

6
　
異
世
同
流

7
　
適
携
斉
契

代
謝
し
て
鱗
の
ご
と
-
次
ぎ

忽
鳶
と
し
て
以
っ
て
周
る

此
の
暮
春
を
欣
び

和
気
は
載
ち
柔
ら
ぐ

彼
の
舞
等
に
詠
じ

世
を
異
に
す
る
も
流
れ
を
同
じ
く
す

適
ち
携
へ
て
斉
し
-
契
り



8
　
散
慎
一
丘
　
懐
ひ
を
一
丘
に
散
ぜ
ん

「
和
気
は
載
ち
柔
ら
ぐ
」
は
次
男
の
凝
之
の
五
言
詩
に
「
照
悟
と
し
て
和

気
淳
し
」
と
あ
り
、
「
懐
ひ
を
1
丘
に
散
ぜ
ん
」
は
五
男
の
敏
之
の
四
言
詩

に
「
懐
ひ
を
山
水
に
散
ず
」
と
あ
っ
た
。
な
お
「
舞
等
」
と
は
雨
乞
い
祭
り

の
舞
い
を
す
る
た
め
の
土
壇
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
r
論
語
し
　
先
進
幕
の

「
(
骨
暫
)
　
日
は
-
'
美
春
に
は
春
服
既
に
成
り
'
冠
者
五
六
人
へ
　
童
子
六

七
人
、
折
に
浴
し
、
舞
等
に
風
L
へ
　
詠
じ
て
帰
ら
ん
」
を
ふ
ま
え
る
o
義
之

が
こ
の
蘭
事
で
い
ま
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
曾
暫
と
は
「
世
を
異
」
　
に
す
る

が
、
「
流
れ
は
同
」
じ
な
の
で
あ
る
。
「
流
」
れ
と
は
'
曾
哲
が
　
r
論
語
」
　
で

言
っ
て
い
る
世
俗
を
離
れ
た
人
生
の
楽
し
み
の
こ
と
で
あ
る
。
曾
哲
は
孔
子

の
弟
子
だ
が
'
言
っ
て
い
る
こ
と
は
老
荘
の
思
想
に
通
じ
て
い
る
。
だ
か
ら

「
懐
ひ
を
散
」
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
ら
に
似
た
詩
で
'
専
ら
老
荘
の
哲
学
を
称
え
る
の
が
、
次
の
五
言
詩
で

あ
る
。
-
　
椅
欺
二
三
子

2
　
莫
非
斉
所
託

2
　
道
真
探
玄
退

4
　
渉
世
若
過
客

5
　
前
世
非
所
期

6
　
虚
室
是
我
宅

7
　
遠
想
千
載
外

8
　
何
必
謝
轟
音

9
　
相
与
無
所
与

1
0
　
形
骸
自
脱
落

狩
欺
二
三
子
よ

託
す
る
所
を
斉
し
-
す
る
に
非
ざ
る
英
し

真
に
造
り
て
玄
退
を
探
ら
ん

世
を
捗
る
は
過
客
の
若
し

前
世
は
期
す
る
所
に
非
ず

虚
室
は
走
れ
我
が
宅
な
り

遠
く
千
載
の
外
を
想
ひ

何
ぞ
必
ず
し
も
桑
昔
に
謝
せ
ん

相
ひ
与
に
す
る
も
与
に
す
る
所
無
-

形
骸
は
自
ら
脱
落
す

「
真
に
造
る
」
　
の
「
真
」
は
先
に
説
明
し
た
し
、
r
荘
子
j
漁
父
符
に
も

「
孔
子
慨
然
と
し
て
日
は
-
、
請
ひ
問
ふ
'
何
を
か
真
と
謂
ふ
や
と
。
客
日

は
く
、
真
と
は
精
誠
の
至
な
り
と
」
と
あ
る
。
「
玄
退
」
　
の
退
は
根
の
誤
り

か
。
「
玄
根
」
な
ら
ば
原
話
の
「
劉
堀
に
贈
る
詩
」
に
「
其
の
玄
根
に
処
り
、

廓
君
と
し
て
結
ぶ
こ
と
磨
し
」
と
あ
り
、
張
衝
の
r
玄
図
」
　
に
「
玄
と
は
形

無
き
の
類
に
し
て
'
自
然
の
根
な
り
。
太
始
に
作
こ
り
、
与
に
先
を
為
す
も

の
莫
し
」
と
あ
る
。
「
虚
室
」
は
r
荘
子
j
人
間
世
辞
に
「
彼
の
間
者
を
瞭

る
に
'
虚
室
白
を
生
じ
、
吉
祥
止
ま
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
玄
言
詩
と
い
っ

て
い
い
。義

之
の
「
蘭
亭
詩
」
-
時
間
の
推
移

次
に
へ
　
子
ら
に
似
な
い
詩
を
取
り
上
げ
る
。
似
な
い
内
容
と
し
て
は
'
時

間
の
推
移
を
う
た
う
も
の
と
、
人
間
の
寿
命
を
う
た
う
も
の
の
、
二
つ
で
あ
る
。

時
間
の
推
移
を
う
た
う
も
の
は
'
右
の
四
言
詩
の
冒
頭
に
「
代
謝
し
て
鱗

の
ご
と
-
次
ぎ
'
忽
鳶
と
し
て
以
っ
て
周
る
」
と
あ
っ
た
し
へ
　
人
間
の
寿
命

を
う
た
う
も
の
は
'
五
言
詩
の
最
後
に
「
相
ひ
与
に
す
る
も
与
に
す
る
所
無

-
、
形
骸
は
自
ら
脱
落
す
」
と
あ
っ
た
。

次
の
詩
は
時
間
の
推
移
を
正
面
に
す
え
て
う
た
う
。
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-
　
悠
悠
大
象
運

2
　
輪
転
無
停
際

3
　
陶
化
非
吾
匠

4
　
去
来
非
吾
制

5
　
宗
統
覚
安
在

悠
悠
と
し
て
大
象
還
り

輪
転
し
て
停
ま
る
際
無
し

陶
化
は
吾
が
匠
む
る
に
非
ず

去
来
は
吾
が
制
す
る
に
非
ず

宗
統
覚
に
安
-
に
か
在
る



6
　
即
順
埋
自
泰

7
　
有
心
末
能
悟

8
　
適
足
軽
利
害

9
　
未
若
任
所
遇

1
 
0
　
避
退
良
辰
会

即
ち
理
に
順
ひ
て
自
ら
泰
ら
か
な
り

有
心
は
末
だ
悟
る
こ
と
能
は
ず
し
て

適
足
す
る
も
利
害
に
経
は
る

未
だ
若
か
ず
遇
す
る
所
に
任
せ
て

良
辰
の
会
に
道
道
す
る
に

12 ll 10　9

元
泉
有
清
声

雌
無
痛
与
歌

詠
言
有
余
馨

取
楽
在
一
朝

寄
之
斉
千
齢

元
泉
に
清
声
有
り

痛
と
歌
と
無
し
と
雌
も

詠
言
に
余
苧
有
り

楽
し
み
を
取
る
は
一
朝
に
在
り

之
に
寄
せ
て
千
齢
に
斉
し
-
せ
ん

「
悠
悠
」
　
と
「
停
ま
る
際
無
」
-
'
「
輪
転
」
　
し
「
運
」
　
る
「
大
象
」
。

「
大
象
」
は
形
の
無
い
も
の
で
'
時
間
も
そ
の
一
つ
。
時
間
と
い
う
も
の
は

「
吾
」
が
「
匠
」
め
た
り
「
制
」
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

「
宗
統
」
が
「
安
」
-
に
「
在
」
る
か
も
分
か
ら
ず
'
「
埋
」
　
に
「
順
」
　
っ

て
「
自
」
ら
「
泰
」
ら
か
に
動
い
て
い
る
も
の
な
の
だ
。
義
之
は
時
間
の
推

移
か
ら
う
た
い
起
こ
し
て
、
ど
う
う
た
い
収
め
る
の
か
　
-
。
時
間
の
推
移

を
う
た
う
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
　
-
。
推
移
す
る
時
間
に
身
を
置
か
ざ

る
を
得
な
い
か
ら
に
は
、
蘭
事
の
こ
の
「
良
辰
の
会
」
に
「
近
道
」
す
る
の

が
1
番
で
あ
る
、
と
う
た
い
収
め
る
。
「
近
道
」
は
r
荘
子
j
　
の
語
で
あ
る

こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
て
お
い
た
。

次
の
詩
は
時
間
の
推
移
を
直
裁
的
に
は
う
た
わ
な
い
が
'
う
た
い
収
め
は

右
の
詩
と
同
じ
で
あ
る
。

-
　
鑑
明
去
塵
垢

2
　
止
別
郡
部
生

3
　
体
之
周
末
易

4
　
三
揚
解
天
形

5
　
方
寸
無
停
主

6
　
務
伐
将
自
平

7
　
雌
無
綿
与
竹

鑑
明
ら
か
な
れ
ば
塵
垢
を
去
る
も

止
ま
れ
ば
則
ち
郡
部
生
ず

之
を
体
す
る
は
周
っ
て
未
だ
易
か
ら
ざ
る
も

三
森
は
天
形
と
解
さ
ん

方
寸
　
停
主
無
-

伐
つ
に
務
め
て
将
に
自
ら
平
ら
か
な
ら
ん
と
す

綿
と
竹
と
無
し
と
錐
も

う
た
い
収
め
の
「
楽
し
み
を
取
る
は
一
朝
に
在
り
、
之
に
寄
せ
て
千
齢
に

斉
し
く
せ
ん
」
は
、
前
の
詩
の
う
た
い
収
め
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
「
楽
し

み
」
は
具
体
的
に
は
「
元
泉
」
に
あ
る
「
清
声
」
で
あ
り
'
「
詠
言
」
に
あ

る
「
余
響
」
で
あ
る
。
な
お
冒
頭
の
「
鑑
明
ら
か
な
れ
ば
塵
垢
を
去
る
も
、

止
ま
れ
ば
則
ち
郡
部
生
ず
」
は
t
 
r
荘
子
]
徳
充
符
籍
の
「
鑑
明
ら
か
な
れ

ば
則
ち
塵
垢
止
ま
ら
ず
。
止
ま
れ
ば
則
ち
明
ら
か
な
ら
ざ
る
な
り
。
久
し
-

賢
人
と
処
れ
ば
、
則
ち
過
ち
無
し
」
を
ふ
ま
え
'
言
わ
ん
と
す
る
所
は
、
賢

人
と
処
る
こ
と
の
大
切
さ
を
い
う
。
こ
の
賢
人
は
先
の
聖
人
同
様
へ
老
荘
の

理
想
と
す
る
人
物
。

義
之
の
「
蘭
亭
詩
」
　
-
　
人
間
の
寿
命

右
の
詩
の
「
三
霧
は
天
形
と
解
さ
ん
」
は
若
死
に
も
そ
の
人
の
運
命
だ
と

し
よ
う
、
と
い
う
意
味
で
、
人
間
の
寿
命
に
言
及
す
る
が
'
次
の
詩
は
人
間

の
寿
命
を
正
面
に
す
え
て
う
た
う
。

-
　
合
散
固
有
常
　
合
散
は
固
よ
り
常
有
る
も

2
　
修
短
定
無
始
　
修
短
は
定
め
て
始
め
無
し

「
合
」
　
っ
た
り
「
散
」
　
っ
た
り
す
る
の
に
き
ま
り
が
有
る
の
は
勿
論
だ
が
、

「
修
」
か
っ
た
り
「
短
」
　
っ
た
り
す
る
の
は
始
め
か
ら
定
ま
っ
て
い
る
の
で
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は
無
い
。
人
と
人
と
の
出
合
い
に
は
必
ず
別
れ
が
つ
き
も
の
。
し
か
し
人
間

の
寿
命
が
長
い
か
短
い
か
は
、
始
め
か
ら
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
-
'

人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
あ
る
。

3
　
造
新
不
整
停
　
新
を
造
る
こ
と
竪
ら
-
も
停
ま
ざ
る
に

4
一
往
不
可
起
一
た
び
往
け
ば
起
つ
べ
か
ら
ず

「
新
」
し
い
も
の
は
「
聖
」
-
も
「
停
」
ま
る
こ
と
な
-
「
造
」
り
出
さ

れ
る
が
、
「
〓
た
ん
「
往
」
　
っ
て
し
ま
う
と
「
起
」
ち
上
が
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
人
は
休
む
こ
と
な
-
次
か
ら
次
へ
と
新
た
に
生
ま
れ
て
-
る
。
し

か
し
一
た
ん
死
ん
で
し
ま
う
と
生
き
返
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

5
　
於
今
為
神
奇
　
今
に
於
い
て
は
神
奇
為
る
も

6
　
信
宿
同
塵
拝
　
信
宿
に
し
て
塵
浮
に
同
じ

「
今
」
は
「
神
奇
」
だ
と
し
て
も
、
「
信
宿
」
　
の
う
ち
に
「
塵
浮
」
同
然

と
な
る
。
人
は
今
は
霊
妙
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
忽
ち
の
う
ち
に
無
価
値

な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

7
　
誰
能
無
憤
慨
　
誰
か
能
-
憤
慨
無
か
ら
ん
や

8
　
散
之
在
推
理
　
之
を
散
ず
る
は
理
を
推
す
に
在
り

「
誰
」
　
で
も
「
僚
慨
」
　
す
る
が
、
そ
れ
を
「
散
」
　
ら
す
に
は
「
理
」
　
を

「
推
」
究
す
る
以
外
な
い
。
人
は
誰
だ
っ
て
死
に
対
し
て
悲
憤
憤
慨
し
な
い

者
は
い
な
い
。
そ
の
悲
憤
憤
慨
を
取
り
除
-
に
は
真
理
を
究
め
る
以
外
な
い
。

9
　
言
立
同
不
朽
　
言
の
立
つ
こ
と
不
朽
に
同
じ
き
も

1
0
　
河
清
非
所
侯
　
河
清
は
侯
つ
所
に
非
ず

「
言
」
を
立
て
る
こ
と
は
「
不
朽
」
と
同
じ
だ
が
'
「
河
」
が
「
清
」
　
む

の
を
侯
っ
て
は
お
れ
な
い
。
不
朽
の
名
に
等
し
い
後
世
ま
で
伝
わ
る
言
葉
を

残
す
の
も
い
い
。
し
か
し
黄
河
の
水
が
措
む
千
年
先
ま
で
伝
わ
る
の
は
期
待

で
き
な
い
。

義
之
は
死
を
直
祝
し
'
掛
け
値
な
し
で
受
け
止
め
て
い
る
。
生
ま
れ
た
か

ら
に
は
'
死
は
必
ず
や
っ
て
-
る
し
、
死
が
早
い
か
遅
い
か
は
人
に
よ
っ
て

違
う
。
そ
こ
に
は
「
理
」
が
あ
っ
て
へ
　
そ
の
「
理
」
が
違
い
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
。
だ
か
ら
そ
の
「
理
」
を
究
め
れ
ば
、
僚
慨
し
な
く
て
も
い
い
の
で
あ
る
。

載
之
の
生
死
に
対
す
る
考
え
方

そ
の
「
理
」
と
は
何
か
-
。
義
之
は
序
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
人
云
へ
り
、
死
生
も
亦
た
大
な
り
と
。
豊
に
痛
ま
し
か
ら
ず
や
。

昔
人
感
を
興
こ
す
の
由
を
覚
る
毎
に
、
1
契
を
合
す
る
が
若
し
。
未
だ

嘗
て
文
に
臨
み
て
嵯
博
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
も
'
之
を
懐
に
喰
る
能
は

ず
。
国
よ
り
知
る
'
死
生
を
一
に
す
る
は
虚
誕
た
り
へ
　
彰
務
を
斉
し
く

す
る
は
妄
作
為
る
を
。

古
人
は
い
う
、
生
と
死
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
。
な
ん
と
痛
ま
し
い

こ
と
か
。
苦
の
人
々
が
感
慨
を
述
べ
た
わ
け
を
見
る
た
び
に
、
私
も
彼
ら
と

同
じ
思
い
に
な
っ
た
。
昔
の
人
々
の
文
章
を
手
に
し
て
い
つ
も
悲
嘆
に
く
れ

た
が
、
そ
れ
を
わ
が
心
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し

死
と
生
と
を
同
じ
だ
と
す
る
の
は
で
た
ら
め
で
あ
り
、
長
寿
と
天
折
と
を
同

じ
だ
と
す
る
の
は
で
た
ら
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

文
末
の
「
死
と
生
と
を
同
」
じ
だ
と
し
'
「
長
寿
と
天
折
と
を
同
」
じ
だ

と
す
る
の
は
、
老
荘
の
思
想
で
あ
る
。
義
之
は
そ
れ
を
「
で
た
ら
め
だ
」
と
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言
い
'
き
っ
ぱ
り
と
否
定
す
る
。
と
す
る
と
'
義
之
の
言
う
「
理
」
は
、
老

荘
の
言
う
「
理
」
　
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

義
之
は
序
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

向
の
欣
び
し
所
は
、
挽
仰
の
間
に
'
巳
に
陳
跡
と
為
る
。
猶
は
之
を
以
っ

て
懐
ひ
を
興
こ
さ
ざ
る
能
は
ず
。
況
ん
や
修
短
は
化
に
随
ひ
'
終
に
尽
-
る

に
期
す
る
を
や
。

以
前
の
喜
び
は
'
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
、
昔
の
ふ
る
ご
と
と
な
る
。
こ
ん

な
こ
と
で
さ
え
人
々
は
心
を
動
か
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
や
命
の

長
い
短
S
は
天
地
自
然
の
理
に
任
せ
へ
　
つ
い
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
対
し

て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

文
末
に
「
ま
し
て
や
命
の
長
い
短
い
は
天
地
自
然
の
理
に
任
せ
、
つ
い
に

死
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
対
し
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
」
と
言
う
「
天
地
自
然

の
理
」
が
'
義
之
の
言
う
「
理
」
で
あ
る
。
「
天
地
自
然
の
理
に
任
せ
る
」

の
原
文
は
「
化
に
随
ふ
」
。
「
化
」
と
は
造
物
主
が
万
物
を
生
育
し
た
り
'
死

滅
さ
せ
た
り
す
る
造
化
の
力
の
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
宇
宙
を
運
行
さ
せ
る

原
理
で
あ
る
。
「
随
」
と
は
任
せ
る
こ
と
で
、
「
化
」
に
は
逆
ら
う
こ
と
も
、

楯
つ
-
こ
と
も
で
き
ず
'
な
る
が
ま
ま
に
身
を
委
ね
る
は
か
な
い
の
で
あ
る
。

身
を
委
ね
る
は
か
な
い
「
化
」
、
そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
推
移
す
る
時
間
の

こ
と
で
あ
る
。
人
は
推
移
す
る
時
間
に
は
逆
ら
う
こ
と
も
'
楯
つ
-
こ
と
も

で
き
な
い
の
で
あ
る
。

次
の
詩
は
「
造
化
の
エ
」
を
う
た
う
。

-
　
三
春
啓
畢
品
　
三
春
　
畢
晶
を
啓
き

2
　
寄
暢
在
所
困
　
寄
暢
　
因
る
所
に
在
り

3
　
仰
視
碧
天
際
　
仰
ぎ
て
碧
天
の
際
を
視

4
　
倍
轍
汲
水
浜
　
僻
し
て
汲
水
の
浜
を
放
る

5
　
虚
聞
無
涯
観
　
虚
聞
た
り
渡
り
無
き
観

6
　
寓
目
理
自
陳
　
目
を
寓
る
も
の
理
自
ら
陳
ぶ

7
　
大
兵
造
化
工
　
大
な
り
央
造
化
の
工

8
　
万
殊
莫
不
均
　
万
殊
　
均
し
か
ら
ざ
る
莫
し

9
　
畢
頼
経
参
差
　
軍
籍
　
参
差
た
り
と
錐
も

1
0
　
適
我
無
非
親
　
我
に
適
ひ
て
親
し
む
に
非
ざ
る
無
し

「
渡
り
無
」
　
い
景
「
観
」
へ
「
目
を
寓
」
る
万
物
、
そ
れ
ら
は
み
な
自
然
の

「
理
」
の
ま
ま
。
「
造
化
の
工
」
は
偉
大
で
'
「
万
」
物
は
み
な
「
殊
」
な
る

が
'
源
は
「
均
」
し
い
。
「
造
化
の
エ
」
造
物
主
の
功
続
は
偉
大
だ
と
'
義

之
は
言
う
。

戟
之
父
子
の
「
蘭
亭
詩
」
　
の
意
味
す
る
も
の

義
之
の
子
の
八
第
の
詩
は
、
大
き
-
二
つ
に
分
か
れ
る
。
1
つ
は
蘭
亭
の

風
景
と
俗
念
を
解
放
す
る
心
情
を
合
わ
せ
う
た
う
も
の
、
も
う
一
つ
は
専
ら

老
荘
の
哲
学
を
称
賛
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
傾
向
は
、
老
荘
思
想

に
基
盤
を
置
き
、
自
然
の
中
に
生
き
る
場
を
兄
い
だ
す
と
い
う
'
当
時
の
思

潮
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
に
玄
言
詩
と
言
わ
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

義
之
の
六
符
の
詩
は
'
大
き
-
三
つ
に
分
か
れ
る
。
1
つ
は
子
と
類
似
の

も
の
、
も
う
一
つ
は
時
間
の
推
移
を
う
た
う
も
の
、
最
後
の
一
つ
は
人
間
の

寿
命
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
。
1
つ
目
の
詩
は
玄
言
詩
の
流
れ
に
乗
る
も
の

だ
が
、
子
が
う
た
わ
な
い
時
間
の
推
移
を
う
た
う
二
つ
目
と
、
人
間
の
寿
命

を
う
た
う
三
つ
目
と
は
、
結
局
は
裏
表
の
関
係
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
時
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間
が
推
移
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
寿
命
は
死
に
近
づ
-
。
寿
命
が
死

に
近
づ
い
て
も
抗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
た
だ
推
移
す
る
時
間
に
身
を

委
ね
る
は
か
な
い
。
要
す
る
に
へ
　
推
移
す
る
時
間
の
中
で
与
え
ら
れ
た
自
分

の
寿
命
を
全
う
す
る
は
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
な
る
と
'
義
之
は
自
分
の

人
生
に
何
を
求
め
る
の
か
-
o
　
そ
れ
は
「
艮
辰
の
会
に
近
道
」
す
る
こ
と
で

あ
り
、
「
楽
し
み
を
取
」
る
こ
と
で
あ
り
'
「
我
に
適
」
う
こ
と
に
親
し
む
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
つ
か
の
間
の
人
生
を
充
実
さ
せ
た
い
、
と
す
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
へ
　
義
之
は
子
ら
の
う
た
わ
な
い
時
間
の
推
移
と
人
間
の
寿
命
を

な
ぜ
う
た
う
の
か
I
。
子
ら
は
ま
だ
若
-
、
義
之
は
五
十
を
過
ぎ
て
い
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
だ
ろ
う
が
、
ほ
か
に
こ
の
日
が
三
月
三
日
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
義
之
の
周
辺
に
不
幸
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
月
三
日
の
疎
(
注
4
)
　
の
祭
事
と
は
元
来
へ
　
水
辺
で
心
身
を
清
め
へ
　
病

気
や
邪
気
を
取
り
除
き
、
大
き
な
幸
い
を
祈
る
宗
教
的
な
儀
式
で
'
水
辺
で

蘭
を
執
っ
て
魂
を
招
き
'
不
祥
を
取
り
除
く
儀
式
で
あ
っ
た
。
し
か
し
時
代

が
下
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
儀
式
に
飲
む
こ
と
が
加
わ
っ
て
要
道
的
・
遊
戯
的

に
な
り
、
さ
ら
に
詩
を
作
る
こ
と
が
加
わ
っ
て
'
一
段
と
要
道
的
・
遊
戯
的

色
彩
が
浪
-
な
っ
た
。
義
之
が
主
催
し
た
こ
の
蘭
事
の
会
も
宴
遊
的
・
遊
戯

的
色
彩
が
濃
い
が
、
義
之
に
は
不
祥
を
取
り
除
-
と
い
う
宗
教
的
な
儀
式
の

こ
と
も
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
不
祥
を
取
り
除
-
と
い
う
儀

式
に
身
を
置
い
て
い
る
と
、
義
之
は
人
間
の
寿
命
に
つ
い
て
考
え
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

周
辺
に
不
幸
が
多
か
っ
た
こ
と
と
し
て
は
'
天
子
や
王
氏
一
族
及
び
知
人
・

宮
人
の
死
が
考
え
ら
れ
る
。
蘭
事
の
会
は
三
五
三
年
(
五
一
歳
)
　
だ
っ
た
が
、

そ
れ
以
前
に
天
子
と
し
て
亡
-
な
っ
た
の
は
'
元
帝
(
時
に
義
之
二
〇
歳
へ

以
下
同
じ
)
・
明
帝
三
三
歳
)
・
成
帝
(
四
〇
歳
)
・
康
帝
(
四
二
歳
)
。

王
氏
一
族
で
死
ん
だ
人
は
'
王
澄
(
一
〇
歳
)
・
王
威
(
二
〇
歳
)
・
王

敦
(
二
一
歳
)
・
王
導
(
三
七
歳
)
・
王
允
之
(
四
〇
歳
)
・
王
悟
(
四

七
歳
)
。
知
人
・
宮
人
と
し
て
は
温
嶋
(
二
七
歳
)
・
郁
望
(
三
七
歳
)
・

庚
亮
(
三
八
歳
)
・
庚
泳
(
四
二
歳
)
・
庚
冥
(
四
三
歳
)
・
王
濠
(
四
五

読
)
・
劉
快
(
四
六
歳
?
)
・
祐
裏
(
四
七
歳
)
・
顧
和
(
四
九
貞
)
・
許

詞
　
(
四
九
歳
?
)
。
こ
の
中
に
は
義
之
の
妻
の
父
に
当
た
る
郡
髪
の
よ
う
に

七
〇
歳
を
超
え
る
者
も
い
れ
ば
'
明
帝
の
よ
う
に
二
七
歳
で
亡
-
な
っ
た
者

も
い
る
。
義
之
は
死
ん
で
ゆ
-
多
-
の
人
た
ち
を
見
て
、
推
移
す
る
時
間
や

人
間
の
寿
命
に
つ
い
て
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
'
王
義
之
父
子
の
「
蘭
亭
詩
」
　
1
四
符
を
考
察
し
た
結
果
へ
　
子
の
八

算
と
義
之
の
六
符
と
は
詩
の
内
容
に
違
い
が
あ
り
'
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
が
へ
　
「
蘭
亭
詩
」
は
貴
族
た
ち
の
単
な

る
遊
び
の
詩
で
は
な
く
人
間
存
在
に
つ
い
て
考
え
た
詩
へ
　
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
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(注)r
世
説
新
語
j
傷
逝
篇
1
6
の
劉
孝
標
注
に
「
献
之
は
泰
元
十
三
年
を

以
っ
て
卒
す
。
年
四
十
五
」
と
あ
る
。
「
泰
元
十
三
年
」
は
三
八
八
年
。

従
っ
て
生
年
は
建
元
二
年
へ
　
三
四
四
年
と
な
る
。
ま
た
、
五
男
の
徴
之

に
つ
い
て
は
傷
逝
詩
に
「
王
子
猷
・
王
子
敬
は
供
に
病
篤
-
し
て
'
子

敬
先
に
亡
す
。
(
略
)
　
(
子
猷
は
)
　
困
り
て
働
絶
す
る
こ
と
良
久
し
く
、



月
余
に
し
て
亦
た
卒
す
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
、
卒
年
を
三
八
八
?
午

と
し
た
。
子
獣
は
徴
之
の
字
、
子
敬
が
献
之
の
字
。

献
之
に
は
「
蘭
亭
詩
」
は
な
い
が
、
献
之
の
妾
を
詠
ん
だ
「
情
人
桃

葉
歌
二
首
」
「
桃
葉
歌
」
と
「
詩
」
が
残
っ
て
い
る
が
'
本
論
で
は
取

り
上
げ
な
い
。

1
四
蔚
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
吉
は
拙
著
r
東
音
詩
訳
注
」
　
(
汲
古
書
院
)

V.照。「
秩
」
と
い
う
行
事
の
変
遷
に
関
し
て
は
小
尾
郊
一
r
中
国
文
学
に

現
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
　
(
岩
波
書
店
)
　
に
詳
し
い
O

(
広
島
大
学
)




